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研究成果の概要（和文）： 本研究では、言語系統的に全く異なる言語である日本語と、英語を

はじめとする主な西欧諸語の時制現象における相違点・類似点を指摘・考察した。特に、(1)

これらの言語の時制現象を統一的に扱える時制理論として、時制関連領域に属する助動詞・ア

スペクト・モダリティ・証拠性ならびに話者の主観性が反映したモデルを確立し、(2)主観的要

因によって大きな影響を受けるいくつかの言語環境において、これらの言語の時制現象がどの

点で共通し、どの点で異なるかを示した。 

 
研究成果の概要（英文）： This study pointed out and investigated differences and 

similarities in tense phenomena between Japanese and some major West-European 

languages including English. In particular, (1) by taking constructively factors related with 

tense such as auxiliaries, aspect, modality and evidentiality as well as the speaker’s 

subjectivity, we developed a tense theory which provides a basis for a unified account of 

tense phenomena of these languages, and (2) we showed how tense phenomena of these 

languages behave differently and similarly in several linguistic environments affected 

strongly by subjective factors. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来から日英語の時制現象の比較研究は
盛んに行われており、分析手法の観点から、
主に以下の６つのタイプに分類できる。 

 (1)Reichenbach 流の３つの時点を用いた
時制構造に基づく分析 

(2)認知文法に基づく分析 

(3)メンタルスペース理論や関連性理論な
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どの枠組みに基づいた時制解釈に焦点をお
く分析 

 (4)生成文法の枠組みによる分析 

 (5)形式意味論の枠組みによる分析 

 (6)独自の枠組みに基づく分析 

しかしながら、これらの既存の枠組みにはそ
れぞれ問題点・不十分な点が見られた。(1)

は複雑かつ詳細な時制現象の分析には単純
すぎるし、(2)(3)は形式的な側面をあまり重視
しない傾向にあるため、言語間の時制形式の
相違が時制現象の相違へとつながる面を説
明しきれていなかった。反対に、(4)は原理の
追及や形式的側面を重視しすぎるあまり、適
切な時制解釈のメカニズムを示していない
一方、(5)は正確な定式化を重要視するあまり、
原理的な説明ができていなかった。(6)につい
ては、記述的な域を出ていなかった。 

 これらの問題点・不十分な点を克服するた
めには、形式的相違と時制解釈メカニズムの
両方に配慮した上で、より原理的な説明を行
うための時制モデルとして、時制関連分野で
ある助動詞・アスペクト・モダリティ・証拠
性などの要因ならびに話者の主観性に関す
る側面を取り込んだ、包括的かつ体系的な時
制理論に基づく分析を行うことが必要であ
る。したがって、本研究はこのような時制モ
デルに基づいて、日英語ならびにドイツ語・
オランダ語・フランス語・スペイン語の時制
現象を比較考察することを目指すこととな
った。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、日本語と英語をはじめと
する主要西欧言語の時制現象の相違点と類
似点を観察し、各言語の時制形式の相違やそ
れが生起する言語環境などの要因が時制解
釈に与える影響を明らかにすることで、各言
語における時制解釈のメカニズムを解明す
ることにある。具体的には、以下の２点に焦
点を当てて研究を進める。 

(1)言語系統的に全く異なる日本語と英語
をはじめとする西欧言語の時制現象の比較
研究を包括的に行える枠組みを確立させる。 

 (2)(1)の枠組みを基に、日英語とドイツ語・
オランダ語・フランス語・スペイン語の特定
言語環境における時制現象の比較研究を行
う。 

 

３．研究の方法 

 研究の目的で述べた２点を推し進める上
で、以下の４つの単位を中心に進めることと
する。 

(1)モダリティ体系や助動詞、アスペクトや
主観性などを取り込んだ日英語比較のため
の時制理論の確立（担当：和田尚明） 

 (2)日本語とフランス語・スペイン語をはじ
めとするロマンス諸語の比較を行うモダリ

ティ理論の提案（担当：渡邊淳也） 

 (3)特定言語環境における日英語とドイツ
語・オランダ語の時制解釈のメカニズムの解
明（担当：和田尚明） 

 (4)特定言語環境における日英語とフラン
ス語・スペイン語の時制解釈におけるメカニ
ズムの解明（担当：渡邊淳也・和田尚明） 

 これらの単位で得られた知見を共有する
ために定期的に研究会やワークショップを
開催したり、知見をより深めるために学外か
ら専門家を招聘して講演会を開いたりする。 

 
４．研究成果 
 (1)まず、日英語の時制現象の対照研究に必
要な観点として、時制形態素のタイプの違い
が時制構造の違いに反映している。具体的に
は、定形動詞の場合、英語は人称・数・法と
一体化した時制形態素（A-形態素）を持つの
に対し、日本語は人称・数・法と一体化しな
い時制形態素（R-形態素）を持ち、前者は「時
間区域」という文法的時間帯を時制構造内に
含むのに対し、後者はそれを含まないとする
ことで、日英語の時制現象の根本的な相違点
を捉えることができる（例：語り体独立節、
間接話法補部、時間節、条件節における時制
現象）。その一方で、日英語の定形動詞は、
このように時制構造は異なるが、時制解釈を
受ける際、それが生起する言語環境の特徴の
影響を受けることで、見た目の類似性を引き
起こすことがある（例：会話体独立節におけ
る時制現象）。 

 (2)A-形態素は文法的時間を測る中心点で
ある「話者の時制視点」を含む時制構造を表
すため、「話者の意識」が存在する発話時に
おかれるのがデフォルトとなるが、当該時制
形式の出来事が当てはまる時点（出来事時）
の位置を測るための基準時は、それが生起す
る言語環境の特徴によって位置が定まる「話
者の状況視点」がおかれる時点である。英語
の定形動詞では、この２つの視点が一致する
場合とずれる場合があるが、どちらの場合も
違いは形に反映しない。一方、日本語の定形
動詞は A-形態素を持たないため、その時制構
造には時制視点が内包されず、その結果、状
況視点のおかれる時点を中心とした時制形
式選択となる。したがって、日本語では、原
則として言語環境ごとに時制形式選択の基
準点が異なることになり、デフォルトが発話
時となる英語の時制形式選択パターンとは
異なる場合が多くなる。また、A-形態素を持
つ英語の定形動詞は言語環境の特徴による
（解釈の）強制を受けにくいのに対し、A-形
態素を持たない日本語の定形動詞は受けや
すくなる（例：知覚動詞補部の定形動詞、独
立節における「タ」形）。 

 (3)次に、時制関連要素が本時制理論におい
てどのように関わってくるかについてであ



 

 

る。助動詞は、定形・非定形という観点やプ
ロトタイプ理論を取り入れることで、語彙動
詞と同じく１つの独立した動詞として時制
構造構築に寄与する。モダリティや証拠性は、
話者の主観性と関連して、発話時における話
者の心的態度・心的状態を表し、時制解釈に
影響を与える。アスペクトは、主に、完了・
未完了の違いが時制解釈に影響を与える。こ
れらの要因が有機的に関連することで時制
解釈に多大な影響を与えることが、いくつか
の言語現象を通して明らかになった。具体的
には、フランス語の半過去の多様な用法、日
英独蘭語の間接話法補部ならびに英蘭語の
過去形の解釈にはモダリティとアスペクト
が、フランス語と日本語の近似表現（留保マ
ーカー）にはモダリティ・証拠性が、フラン
ス語のジェロンディフ・現在分詞構文、日英
語の知覚動詞補部ならびにロマンス語の未
来表現（単純未来と迂言的未来）にはアスペ
クトが、英語の will-文、be going to-文、現
在進行形文、未来進行形文ならびに他のゲル
マン諸語の未来表現にはモダリティ・アスペ
クト・助動詞が、時制解釈に多大な影響を与
えることが体系的に示された。 

 (4)また、主観性に関わる別の要因として、
話者意識への引き寄せ（C-牽引）という概念
が必要であることも明らかになった。C-牽引
には形式に関するものと意味範囲に関する
ものがあり、発話時に存在する話者の意識が
活性化することで、発話時を中心に据えた時
制形式が選択される現象や、意味範囲が発話
時を含む現在時に引き寄せられる現象と定
義される。この概念を導入することで、英
語・ドイツ語・オランダ語・フランス語・ス
ペイン語の未来表現や英語とオランダ語の
完了形における時制現象の相違点を体系的
に説明できる可能性が高いことを示した。 

 (5)日英語ならびにドイツ語・オランダ語・
フランス語・スペイン語の時制現象を説明す
るのに、時制関連分野を包括的に取り入れた
形での時制解釈モデルが提示されたことは、
これまでほとんどない。本研究では、この時
制モデルを確立し、それに基づいて、A-形態
素を持つ西欧言語と持たない日本語の定形
動詞の時制構造の違いが、両タイプの言語の
時制形式選択の相違の根底にあること、その
根本的な相違点に特定言語環境の特徴の影
響が加わることで（解釈強制が可能かも含め
て）時制解釈のパターンが決まること、さら
に時制構造が同じ西欧言語間では C-牽引が
異なる時制現象を引き起こしている一因で
あることを明らかにできたので、時制現象の
比較研究において有意義な成果を得たと思
われる。 

 (6) ま た 、 研 究 成 果 の 一 部 を 編 著 書
（Distinctions in English Grammar 2010

年、『「内」と「外」の言語学』2009 年）と

いう形で出版することで、社会に還元できた
ことも有意義であった。 
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